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本書は，高齢者の生きがい対策のひとつとして，企業内における「定年
退職前教育」に焦点をあてた調査研究を行っている．また，異世代交流
によるインタージェネレーションが学校ボランティア，中高年のたまり
場など，中高年の社会参画のあり方について提案している． 
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